
大学院特別講義のご案内  

  日時：平成26年8月28日(木)　17:00〜18：20	

  場所：D棟2階　中会議室	

  講師：小林　康　(大阪大学大学院生命機能研究科・准教授)	

  演題：「報酬、意思決定情報を脳幹PPNのニュートロン活動と	

　　　　　　　眼の小さな揺らぎから読み取る」	

  要旨	

　われわれは試行錯誤を繰り返し、自分の置かれた環境からなるべく多くの報酬を得ようと予測的に行動し　
ます。この報酬に基づく適応的予測更新過程は「強化学習」と呼ばれていますが、そのとき脳内ではなにが
おこっているのでしょうか。様々な研究の積み重ねより、中脳の黒質緻密部、腹側被蓋野のドパミン作動性
ニューロン(DAN)や脳幹の脚橋被蓋核(PPN)が強化学習に重要な役割を果たすことが明らかになってきまし
た。特にPPNのニューロン活動と強化学習の関係について述べたいとおもいます（参考文献1,4）。	

　視野内のある一点を見つめているときでさえ、われわれの眼球は止まることなく、常に小さく揺らいでいま
す。この小さな揺らぎは「固視微動」と呼ばれ、われわれの意思とは無関係に起こると思われていました。わ
たしたちは最近固視微動の頻度が視覚情報の変化、随意的な眼球運動意思、報酬予測によってダイナミッ
クに変化することを発見しました。この研究より、固視微動の計測によって認知過程、意思決定、報酬予測
などの脳の状態を読み取れる可能性が出てきました（参考文献2,3）。	
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問い合わせ先：（歯学研究科　口腔解剖学第二教室　内線２８７７）	


	


	



